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f
あ
っ
て
も
、
お
百
円
以
辺
守

、
／ 
,., 
Q；入、

ー

て
よ
）
ー
止
確
に
事
計
凶
山
岡
田
ハ
則
を
法
以
却
y
し
し
て
や

E
つ
け
る

f
め
に
、
法
迷
品
片
山
附
附
す
る
一
州
市
を
述
ぺ
て
お
く
υ

ill＜｝、：iL'?Jお，31 21/J ,•;', ,20C5.ll; 



f沢

諸
原
到
は
衡
屈
の
た
ur
，
の
河
」
的
判
的
論
拠
と
し
て
訂
後
づ
け
ら
れ
、

汐パ

ー
理
念
り
配
当
為

あ
る
し
は
川
県

す
な
わ
ち
、

J
、4
山
お
か
ら
U
A
て、

一ふ一乙一

沼
化
ぎ
れ
た
一
理
念
と
も
判
徴
つ
げ
ら
れ
る
と
い
う
三
と
一
ー
ご
め
る
ν

諸
原
理
は

b
h
に

ノ、→一
内ノJ

口 i井
戸ブ 主
ス 1LJ
cl- 耳ミ

l 01 t 
(;) 

構 w~
コ主規
弾約
E右 il:
自0 0 
iこ），！•、

に

あ

いプ

12'. ledご7・1 .,, :.:i・↑ :Jl3t IF6三［＇if.I

悶

診
｝
の
独
点

に
説
明
づ
缶
、
い
い
的
決
～

Lbγ
十

i
当
化
L
う
る
も
の
一

で
あ
る

諸
原
理

の
場
合
、
必
範
的
決
去
の
伴
内
ゼ
一
指
拠
と
L
て
の
一
役
山
I

げ
つ
群
の
諮
規
範
が
川
問
題
に

も
ち
ろ
ん
、
そ
の
旭
用
可
抱
牲
は
必
然

的
～
限
定
さ
れ
た
も
の
で
お
る
。
す
立
わ
ち
、
「
詰
応
用
は

校
牲
の
主
役
hJ
古
け
い
ほ
範
的
一
三
円
明
で
ふ
る
ー
に
め
、
刊
常
は
、
さ
ら
な
る

規
範
的
訪
前
提
が
一
P
J
ノ
け
人
れ
、
つ
れ
な
い
と
適
川
で
き
1
6
い
、
ぺ
た
し
て
し
の
場
合
、
他
の
」
括
原
型
ぃ
、
。
る
制
約
を
慢
る
こ
と
に
な
る
」

ア
ン
λ
ソ

）
ご
法
（
ぷ
担
が
内
容
的
人
々
具
体
化
に
依
存
し
て
レ
る
の
も
、
条
件
混
範
の

h
向
に
作
射
で
き
る
唱
で
つ
ど
す
る
た
め
で
あ

そ
の
限
り
に
お
い
て
、
事
前
配
慮
は
持
続
刊
誌
性
の
球
念
像
、
こ
よ
く
迎
〈
11
る
J

リ
ォ
会
議
け
後
、
事
的
配
慮
の
円
、
怨
ご
」
れ
は
法
原
河
こ
し
ず

d
u唱
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

ρ
の

は
様
々
な
辺
際
環
挽

法
の
諸
条
ー
札
に
そ
け
人
れ
ら
れ
に
。

～
γ
え
ば
、
高
注
目
次
作
曲
租
の
保
護
に
持
す
る

一L
O〕

約
の
諮
問
胤
｛
む
を
実
施
す
る
た
め
の
い
羽
ー

ιに
取
れ
J

人
れ
ら
れ
ご
レ
る
し
す
な
わ
ち
、
協
ー

ι
c第
六
条
に
は
符
ど
の
色
梓
の
似
一
誌
と
許
！
涯
の

h 

ノJ

ひ
け
の
「
生
述
品
川
洋
決
心
不
宋

千I

た
山
り
の
レ
わ

4
る
一
品
川
佳
凶
有
の
基
汗
点
一

ポ

日
の
国
返
気
候
変
効
性
レ
矧
条
約
も
ま
れ
J

事
前
川
一
定
叫
原
引
と
の
関
連
性
左
右
し
て
い
る
バ
市
二
条
参
間
J

）

一一（－

O
石
の
日
ノ
ネ
ス
パ
！
グ
”
ザ
ミ
ジ
ド

C
実
uum
計
問
も
ま
に
小
／
何
百
〈
と
仇
政
、
一
目
的
川
町
呼
と
し
て
事
前
配

rq
一
静
置
す
る
締
約
直
の
義
旭
川
口
同
内
定
、
吉
、
れ
て
い

こ
れ
と
並
ん
で
一
r
九
九
一

r寸
工
1

月
九

「
ピ
ワ
忌
で
も
な
く
、

慮
原
則
吉
山
本
認
し
て
い
る
が
、
比
一
原
叩
ド
つ
い
と
は
ま
だ
明
不
的
主
同
及
は
必
d

こ
の
こ
と
は
、
ふ
の
維
な
可
、
誌
と
、
組
川
川
領
域
位

げ
J
h
h
的
門
川
け
炉
が
相
変
わ
ら
ず
一
一
的
訪
の
対
象
で
み
二
ヘ

当
日
分
り
問
は
ハ
日
ペ
メ
ら
く
議
論
り
対
的
主
で
あ
り
絞
げ
る
だ
ろ
う
と
い
う
一
日
別
を
泉

付
け
る
も
の
で
あ
る
じ
成
れ
穴
ル
ベ
、
J

日
乙
投
い
干
さ
れ
zy
片
山
内
い
関
わ
る
ア
メ
汀
刀
’
ヵ
J
I

ダ
ζ

欧
州
H
ヘ
同
体
の
交
易
紛
争
は
、
事
前
配

慮
の
M
U同情
J
V
一
ア
ワ
ロ
ー
ヰ
に
還
芯
す
る
見
方
や
法
川
口
小
川
叫
に
淀
巴
ず
る
日
方
の
7

一
に
あ
る
泣
い
を
ま
た
し
て
も
明
る
み
に
仏
し
ん
｝
の
と
あ



る日l
心

日
ー
界
貿
易
機
関
伝
w
T
O
）
の
お
膝
一
元
で
、
戸
出
な
世
界
貿
易
の
日
的
と
争
数
回
開
反
境
保
護
協
定
の
聞
の
ジ
レ
ン
マ
日
付
あ
っ

調
整
さ
れ
た
行
れ
ば
な
ら
な
い
激

L
い
紛
争
の
う
ら
の
一
つ
は
、
保
税
及
び
貿
易
円
入
院
す
る
紋
協
定
（
G
A
1
r
）
れ
い
り
紛
争
肝
澄
委

員
会
に
と
っ
と
一
品
八
八
ι
に
裁
決
さ
れ
た
プ
ピ
刀
メ
事
件
て
あ
っ
た
c

引
き
金
と
な
ヮ
に
の
は

f
ン

ピ

ハ

ヰ

ス

タ

ン

マ

ν
i
ン
ア
タ
イ
一
か
フ
ミ
ゲ
メ
を
か
も
肢
に
さ
ら
し
て
捕
っ

f
一A
ピ～

て、

f
メ
り
カ
が
輸
人
余
止
抗
置
と
と
〉
た
こ
と
に
あ
る
U

一
一
の
紛
争
は
G
A
l
l協
定
第
一
。
灸
h
号
泣
び
反
日
午
り
に
悶
わ
る
も
の
で
あ
コ
た
〉
心
唱
え

T
I
パ
久
ル
の

一
一
犯
の
「
｜
一
み
寝
L

で
あ
る

ー
級
委
員
A

三
の
議
決
は
、

ア
メ
j
カ
の
法
沖
は
H
ハ
体
的
弔
件
で
の
品
交
詩
乞
河
た
し
て
い
な
い
と
説
明
L
z
y
Jし

注
目
同
じ
夙
に
、

ロ2 ぺ及びドイソm1c"c;1に口行i6.S{前夜扇町自＇：

p
s協
ん
心
）
が
｛
ι
め
ら
れ
た
が
、
ャ
れ
は
第
育
条
己
店
（
に

h
い
て
事
前
出
血
原
則

一怖

を
強
訴
し
ζ

い
る
u

先
に
冶
ぺ
た
u
w
T
U
ト
訴
審
は
、
じ
い
じ
，
／
ホ
ル
モ
ン
主
ず
れ
に
お
い
て
迎
川
用
ザ

pfNは
を
灼
く
不
岐

L
、

九

九

八

司

一行一

の
日
本
農
産
物
主
件
い
に
お
い
て
そ
の
こ
と
を
必
度
成
認

L
た
り
後
者
心
事
件
は
ー
多
禄
性
的
山
公
ケ
ー
ス
t

、、
J
3
料
、
ば
れ
て
い
る
が
、

植
物
検
疫
ぷ

E
の
泊
目
に
閑
ず
る

W
T
り
協
定

日
本
が
輸
入
農
産
物
に
対
し
て
小
当
弓
措
置
を
と
っ
？
に
と
す
る
ア
メ
リ
力
乃
異
議
申
立
て
と
買
わ
ッ
て
司
る
。
引
き
金
と
な
っ
た
の
は
、

日
本
に
は
作
息
し
て

L
なしい
q

特
定
の
怪
物
合
虫
に
汁
し
て
特
定
の
農
業
産
品
」
乞
検
査
FJる
日
本
の
実
務
で
あ
っ
た
ρ

パ
永
い
ル
も
い
級
委

員
会
も
そ
の
附
置
は

l
分
伝
列
学
的
根
拠
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
た
も
の
♂
で
は
な
い
し
し
見
な
し
に

W
E
O

訴
審
鼓
決
心
持
定
的
日
給
布
は
、

二
0
0一ハノ
h

に
山
さ
れ
に
ア
フ
ン
ス

E
C
）
と
カ
ナ
ダ
心
開

γ「
半
じ
に

E
C／
ア
ヌ

ベ
ス
ト
紛
争
に
向
け
る

W
T
O
ハ
人
i

ル

ぷ

）

｝

ト

：

、

一

井
J
w
k
r
L
V
ふ
和
生
j
は
い
げ

ア
ス
ヘ
ス
ト
及
川
ご
1
7、ベァ、

i
製
品
の
全
一
肝
品
川
tHを
以
行

r

る
ブ
ブ
ン
ス
政
！
町
（
U
ム
叩
告
に
よ
っ
ず
「
り
き
ち
こ
さ
れ
た
「
カ
L

ノ
ダ
は
こ
れ
を
、
人
心
生
命
み
る
い
は
柏
崎
取
の
保
一
設
の
ー
に
め
に
必
波
な
場

制
を
一
許
容
す
る
心
主

I
Iお
二
ハ
）
条

h
Zの
例
外
胤
え
に
対
ず
る
迂
反
で
あ
る
と
考
え
た
じ

W
1
0上
級
武
氏
以
会
は
、
輸
入
禁
止
は
必

要
花
、
二
す
る
パ
ス
ル
の
い
見
却
を
確
認
し
た
川
村
い
の
法
的
紛
争
ζ
I
J
て
は
、
法
ぶ
了
下
手
の
泊
域
で
、
あ
る
い
は
も
っ
と

u確
に

V
つ

ー

12< i、：iLIJお，31 21'iJ ・'<', .20C5 



f沢

と
、
析
し
レ
パ
パ
A
1
校
術
一
昨
訴
の
輸
入
Ih一
示
止
に
村
し
て
ア
メ
リ
カ
が

E
U士
十
ふ
］
取
三
与
守
、
［
た
も
の

事
前
記
山
福
原
則
心
受
容
へ
と
川
か
う
更
日
る
を
日
以
段
M
H
は、

国
際
海
洋
訟
裁
判
所

の
判
川
内
出
減
、

へ
l
T
L
O
S
J

及
び
経
済
協
パ
ザ

悶

原
発
機
構

九
九
九
円
の
い
わ
ゆ

－
ハ
け
じ
わ
じ
わ
）

れ
い
り
よ
脈
で
恨
牛
口
、
さ
れ
て
い
る
へ

チ
と
え
目
、

国
際
海
十
日
一
点
f
拭
判
所
は
日
本
に
対
し
、

る
「
ミ
ア
ミ
マ
グ
ョ
事
件
に
お
い

C
、
実
験
的
川
以
来
プ
コ
ク
フ
ム
J
p
c
m
ち
に
中
止
「
ず
る
よ
う
た
絞
っ
け

れ
に
よ
hr
凹
筏
治
リ
仲

は
及
判
所
は
、
事
実
上
、
事
訴
配
慮
限
引
ピ
受
け
入
れ
ヒ
の
で
あ
る
が
、
判
決
同
作
て
ふ
れ
を
明
子
し

い
つ
ま
た

E
C
D
は
環
ほ
じ
刊
日
な
し
い
v
J
忠［（日却し片品

（刈〕）叶勿
7
F

）
環
境
に
悶
「
ゐ
共
同
作
業
部
会
、
一

を
泊
じ
て
、

U
C
ニ
ヰ
九
片
口
ヨ
に
「
不
確
究

性
と
マ
ノ
防
一
貿
易
と
環
境
い
川
河
「
る
イ
ン
ブ
ー
ノ
r
y
t
ン
首

L

と
題
す
る
ふ
品
則
υ会
い
を
公
表
、
〕
て
い
る
v

こ
の
文
書
は
貿
易
と
珠
山
担
問

の
r
人
脈
に
お
け
る
主
前
配
慮
の
節
用
法
慌
を
扱
っ
て
お
り
、
事
前
財
山
地

み
」
明
吋
品
流

J
1
1
 
助
一
ヨ
椙
談
、
事
前
町
市
の
コ
ス
ト

学

配
定
を
行
っ
た

t
き
の
覚
以
内
卓
上
予
J

け
列
持
と
い
勺
ん
J

一

日
子
！
？
に
取
り
桁
え
て
い
る
。

山
肌
州
民
同
体
は
ゴ
ら
が
叩
四
九
J
T
G
d十
」
際
原
凶
作
パ
〉
定
立
hv
向
琵
に
な
3

た
こ
昔
、
も
、

前
二
ム
バ
小
法
ζ

し
て

η
注
治
ζ

ゴ「
JMd点
、
を
議

調
し
て
き
た
〈
去
の
設
初
心
述
刑
事
例
は
お
そ
ら
く
、

今
一
一
月
仁
川
心
越
境
水
路
位
。
ひ
当
際
洲
本
心
保
議
及
び
利
川
明
に
問

一
九
九

ず
る
欧
州
寸
副
議
会
条
お
で

、
」
心
条
約
の
第
一
一
条
に
よ
、
れ
ば
、

締
約
百
以
宰
前
夜
湿
原
則
4
7
支
捻
ず
る
義
務
を
A
h
h
h
1

こ
と
に

な
三
ペ
、
る
士
一
ど
に
事
前
閉
山
ム
炉
原
則
は
す
く
に

制
々
の
水
路
を
保
護
す
る
た
め
の
共
同
作
業
に
関
す
る
い
く
ウ
か
の
涛
別
江
田
際

協
定
に
組
み
入
れ
b
れ
た
っ
h

れ、
L
リ
心
中
山
協
定
に
Z
い

C
事
前
記
山
岡
町
川
町
が
放
調
手
れ
て
い
る
J

た
と
え
ば
、

九
九
店
内
ー
月

ヨ
の
に
ア
ワ
川
の
保
護
に
関
す
る
岡
山
町
協
ζ

－I
K
S
D〉

凡
？
九
凡
J
I
一
月

々
日
目
い
泣
訂
さ
れ
た
フ

f
／
川
の
似
護
に
阿
川
す
る

ーや

国
際
協
定

と
い
つ
に
条
約
の
ね
別
理
定
が
為
る

（
事
詩
配
慮
原
則
に
関
し
て
は
条
約
第
同
条
多
限
、
。
事
訴
配
中
原
原
則

i
K
S
H
 

の
組
み
入
れ
は
環
境
海
洋
法
に
お
い
て
も
行
わ
れ
て
い
る
r

れ
八
九
二
司
凶
月
九
ヨ
い

E
じ
は
パ
ル
ト
況
の
保
設
仏
関
ず

る
H
E
L
C
O
M渇
心
心

J計
約
国
に
な
っ
た
υ

与
の
沼
一
一
条
に
は
事
前
配
慮
，
恋
務
北
沢
汁
ソ
川
ぬ
れ
〕

JW約
国
の
総
本
義
務
が
A
r
H
ま
れ
て
い

｛） 
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比
海
に
山
川
三
q

る
内
科
悼
の
協
む
で
あ
る

h
 

は
の
レ
わ
ゆ
f
令
。
一
日
ド
A
H
C
O
M
A
条
約
も
ま
入
、
、
第
ぷ
ιほ
び
川
リ
日
開

)L 
}[ 

力
ハ
八
月

4
2

ハ
一
に
お
い
て
、
明
文
で
必
取
し
人
出
け
及
ひ
北
海
の
日
比
識
の
た
め
の
事
前
日
山
滑
に
一
吉
及
し
て
い
る
J

こ
う
し
て
t
T
Y
に
と
っ
て
み
常

に一出荷久々
ヨ

一
つ
の
海
L
J
司
川
護
条
約
が
水
域
以
識
に
ー
し
げ
る
事
前
記
山
国
の
意
義
か
と
強
調
し
て
い
る
の
で
？
の
司
令
F

同
様
に
不
確
実
性
の
思
想
に
依
叫
し
つ
つ
市
下
刈
担
戸
胤
心
原
則
と
も
適
合
し
て
い
る
の
が
、

し
た
京
都
議
定
世
心
品
川
自
立
あ
る
v

す
な
わ
ち
、

二〈
jv
ペノ十九
f
p
r

の

月
末
に
よ
う
や
く
発
効

「
こ
の
条
約
は
、

J
T川
一
叫
府
原
則
P

L

Y

れ
い
し
仰
い
け
斗
れ
る
、
凶
際
法
及
び
Mm
父
の
氾
在
の
代
ん
川
悦
段
階
を
英
一
昨
町
に
、
ギ
刊
文
性
が
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
行
動
を
攻
る
こ
と
を
’
日
一
口
す
る
v

伝
統
的
な
国
際
法
に
p
o

れ
や
は
、
活
品
川

t
特
別
な
回
目
一
青
山
同

ry出
接
的
な
同
V
人
関
係

ロ2 ぺ及びドイソm1c"c;1に口行i6.S{前夜扇町自＇：

が
ぶ
さ
れ
る
こ
い
う
条
件
の

i
で
の
マ
て
し
動
ず
る
こ
乙
が
一
一
さ
れ
る
J

し
か
し
、
ん
に
と
え
ば
プ
l

f

J

層
心
政
相
や
海
洋
一
汚
染
の
よ
う

に
、
汚
染
こ
ロ
円
安
心
拘
の
最
終
的
日
正
引
を
待
っ
て
J

た
の
で
は
照
治
舟
主
に
対
抗
日
て
き
な
い
ぬ
ム
口
も
多
い
。
こ
れ
に
刻
す
る
司
主
y
、

し
て
、
医
際
社
会
は
徐
々
に
事
前
配
信
原
則
を
え
え
日
人
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
て
あ
る
。
こ
の
印
刷
別
に
よ
れ
ば
、
深
刻
ば
い
し
不

司
選
～
F
4
Y
J
巾
月
九
台
乞
招
米
す
る
活
識
に
対
し
て
は
、

結
果
に
湾
L
ザ
絶
対
り
お
な
利
学
的
健
主
何
一
UJF守
ら
れ
る
川
に
、

判
川
浪
を
か
け
た
れ
、

完
九
に
議
H
ヲ
る
こ
vc
日
目
立
川
さ
れ
る
の

1〕

ヨ
ヲ
ロ
ァ
パ
環
境
法
に
お
け
る
事
前
配
慮
の
形
成

第
次
長
心
分
析
を
し
ー
ド
一
徒
、
第
一
次
伝
の
一
宝
山
k
h也
事
r
別
配
電
一
札
制
と
汝
州
裁
判
所
及
ひ
汝
州
第
一
幹
裁
判
所
の
山
下
苛
ー
配
嵐
悶
連
川

利
か
」
一
時
間
山
ず
る
U

皆
同
一
次
法

ー

市下
f

乱
配
山
地
印
刷
は
札
じ
の
E
C
条
約
に
お
い
て
は
E
C
の
城
採
法
定
止
符
阪
と
の
同
一
地
に
門
川
市
ν
、
ら
れ
る
ハ
ト
ゎ
仁
条
約
第
？
凶
凶
h
A
ヤパ

ill＜｝、：iLIJ お •3 1 221) ・'<'9 .20C5.ll; 



f沢

一
狽
に
よ
れ
ば
、
環
境
領
域
に
円
じ
る
廷
内
体
の
政
策
し
は
宅
削
配
】
一
百
以
引
の
原
W
止
に
基
づ
か
な
け
ー
れ
ば
J

ぼ
ら
な
い
と
さ
れ
る
一
山
叩
川
崎
町
七
は

悶

事
川
μ
山凶山川山白川
l
L
心
れ
炊
一
川
市
町
！
日
出
町
引
が
同
時
に
列
F

川
了
さ
れ
Q

こ
と
に
よ
っ
て
、
以
序
む
車
八
（
」
げ
が
一
問
題
に
な
っ
こ
い
る

戸

川

山

一

一

叫

」

と
い
う
子

l
ゼ
に
坪
山
川
え
め
る
と
さ
れ
て
い
Q
n

欧
州
ふ
ザ
い
一
附
も
ま
た
こ
の
一
体
的
見
仁
川
L
立
っ
て
い
る
k
う
に
忠
わ
れ
る

を
所
定
4
る
逆
児
解
付
、

長
ム
口
性

末
以
出
防
止
と
市
中
川
配
屈
を
ま
さ
に
区
別
し
づ
、
い
る

E
E長
約
心
I
J

へ
口
を
持
拘
す
る
d

ご
一
り
絞
wrの
見
解
が
I
～

持
主
れ
ほ
け
れ
ば
な
ら
広
い
代

と
い
う
の
も
、
末
然
防
止
原
則
は
事
説
配
浩
一
以
則
以
上
山
危
険
防

H
と
関
連
す
る
も
（
り
だ
川
町
、
り

つ
ま
り
、
事
前
配
慮
に
は
紅
白
の
池
山
町
領
域
円
前
’
訟
め
、
つ
れ
る
の
で
あ
る
f

ぞ
れ
ゆ
え
、
川
以
州
共
同
甘
は
平
川
一
配
慮
命
砲
を
第
一
次
法
の

地
位
に
高
め
る
乙
と
九
ょ
う
て
、
同
時
へ
千
会
の
変
還
に
伴
っ
て
ム
同
士
ハ
て
＃
z
y
J

雫
前
配
虚
に
門
在
ず
る
姉
佐
川
乙
強
調
、
ど
～
の
で
あ

欧
州
り
た
け
即
日
憲
法
に
ー
す
る
糾
し
い
条
約

＼
欧
州
宝
田
川
法
条
約

E
E

が
こ
ん
い
J
C
四
1
一
口
付

け
に
孫
、
決
さ
れ
、
残
り
の

E
U
加
盟
一
刊
の
お
市
を
は
紅
に
後
、

一
f
ノ（い一六
41
に
九
九
九
効
「
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
か
、
そ
の
山

一
二
条
に
は

E
C
長
約
μ
剛
山
〕
川
パ

条
一
収
に
あ
げ
ら
れ
た
辛
前
配
点

L
い

U
J
F
ノ

U
l
ヂ
フ
挺
L
h
、
：
白
〉

L

一、t
－
よ
〉

川
万
一
／
f

斗ノ
f
V
4手
、
州
似
合
｝
ノ
ド
ト
「
？
H
Z
J
5
7
1イ
十
〆

｛
ワ
ご
連
合
正
環
境
政
策
は
』
一
ん
は
り
包
々
の
地
域
の
り
後
押
叫
ん
d
状
況
を
考
去
し
つ
つ
向
水
v
仰
の
吊
1
4問
主
目
指
す
J
U

の
と
「
る
c

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

は
事
前
記
鼠
と
十
本
然
汚
止
の
諸
原
則

（
傍
点
は
M
m
r
z
u
t寸）、

4

内
務
伎
誌
は
そ
心
源
泉
に
お
い
て
叫
止
す
る
こ
1
r
t
r
優
先
す
る
と
い
う
原

政
及
ひ
似
同
者
負
位
即
日
刊
に
基
づ
ぐ
も
の
と
す
る

第一

mmて
は
、
右
に
述
べ
に
第
庁
、
出
の

d
規
定
わ
第
二
次
」
広
に
砕
い
て
説
明
す
ャ
匂
。

立

弟
子
市
会
江

月
の
純
一
点
で
約
別
の
お
白
書
に
ふ
お
い
て
、
立
法
の
終
に
事
訓
配
慮
の
清
見
守
明
確
に
す
る
た

一ρ
0

め
の
指
針
J
V
一戸一ド人化
L
て
い
る
つ
れ
＼
h

二
、
強
品
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
欧
州
妥
日
司
会
が
紋
的
在
五
仁
法
以
攻
1
4
3
J

て
事
長

欧
州
委
UH
会
は
、

既
に
↓
ハ
ハ
）
（
l
A汁
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百
円
官
官
交
付
4

し
た
と
い
二
つ
慕
礎
に

υ
ち、

人
抗
、
均
也
物
の
た
訟
の
澄
切
な
山
川
一
静
水
刊
を
確
立
す
る
権
利
を
再
反
攻
一
じ
し
た
1
Y
L

い
う
こ
と

t
め
）
竺
二
心
基
f
F設
定
の
た
め
に
布
告
世
田
が
指
針
を
設
口
川
上
う
と
し
た
の
で
あ
る
長
住
青
が
扱
守
ー
と
し
て
い
る
の
は
、

法
域
及
ひ
入
院
J
ペ
川
一
綜
物
れ
い
り
句
読
む
た
め
高
度
心
哀
悼
担
保
護
水
小
ー
が
必
安
と
さ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
人
子
で
き
る
一
ア
1
タ
で
は
り

ス
ク
の
包
括
的
な
諸
怖
が
な
お
、
れ
わ
h
h
い
と
い

さ
り
に
事
前
配
厳
原
則
は
、

ぞ
れ
が
保
護
、
一
下
表
的
措
伝

ωい

で
J

め
る
f

主
と
し
て
都
市
さ
れ
な
い
よ
う
ん
j
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
L

欧
州
委
員
え
は
Z

の
は
制
肝
心
市
じ
次
の
、
主
J

に
淫
べ
亡
い
る
c

ャ
ー
な
わ
ち

ー
弔
、
川
川
州
出
川
原
則
は
パ
バ
行

F
る

つ
の
ぷ
安
件
の
ト
で

の
み
、
叫
戸
川
ず
る
乙
と
い
川
ず
で
き
る
の
で
あ
る
）
り
て
れ
ば
、
刊
行
人
引
的
な
逆
効
誌
の
同
宍

人
エ
ア
可
出
版
な
科
J

子
的
J
ノ

v

か
ツ
の
↓
前
酒
、
科
必
ず
的
不

ロ2 ぺ及びドイソm1c"c;1に口行i6.S{前夜扇町自＇：

流
寸
た
仕
の
利
回
に
問
」

3
0的
確
件
、
で
あ
る
」
。

欧
州
4
t
b
h
は
ム
だ

事
前
一
配
一
息
原
則
は
以
一
の
脇
田
に
お
い
と
山
旭
川
肘
ミ
れ
る
も
の
と
あ
る
n

す
な
わ
ム

小山

こ
の
山
河

JZ取
菩
の
利
守
的
詐
悦
に
主
コ
い
て
執
行
？
？
る
こ
こ
が
で
き
る
場
合
。
そ
一
り
詳
…
悦
は
あ
ら
ぬ
る
投
陪
に
お
い
と
科
学

的
小
破
女
性
心
科
皮
を
で
き
る
恨
り
縮
減
し
と
い
J
J
け
れ
ば
ほ
ら
な
い
じ

宇
1

別
配
慮
原
引
に
照
ら
し
て
行
動
す
る
こ
L
う
決
｛
疋
、
d

必
る
唱
は
行
fN
し
な
い
と
い
う
決
定
U
J刑
に
作
山
仁
リ
ス
ク
計
仙
と
行
動

L
1
d
い
と
き
の
港
主
的
な
帰
結
の
評
削
が
あ
る
場
合
〔

CD 

む
に
述
べ
P
J
科
学
的
計
缶
C
結
恥
が
山
戸
け
ら
れ
、
か
つ
院
係
者
た
ち
に
わ
勤
心
代
存
楽

br，枝れ一
uh
ー
す
る
後
会
刊
f
J
ス
ら
れ
て
い

ん
口
令
止
、
心
一
階
、

最
大
阪
の
透
明
性
が
な
け
れ
ば
伝
つ
白
い
。

事
訴
配
店
限
引
が
心
田
川
主
れ
る
場
合
は
、
ょ
う
一
1

ス
ク
・
マ
ス
J

ン
え
ン
ト
の
校
原
則
が
近
川
市
て
き
る
作
山
氏
山
み
る
と
い
え
る
に
こ

の
字
、
一
ジ
メ
ン
ト
の
ス
円
、
ガ
、
〆
は
い
払
卜
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
し
仁
す
な
わ
も
、

ー

〔コ
選
択
3

〆
た
行
賞
と
選
択
し
た
似
護
水
準
の
利
の
比
例
件

ill＜｝、：iLIJ お •3 1 223) ・'81 .20C5.ll; 



f沢

品
目
ん
ら
パ
川
市
へ
川
一
際
の
冊
…
泣
1

別
注

（忌

む
の
状
況
や
比
較
可
能
な

γ
プ
ロ

1
4
に
間
J
b
L
て
と
ら
れ
て
き
た
ね
り
知
情
吉
見
役
し
た
と
持
心
和
置
の

μ山
地
買
怜

悶

G心

使
訴
と
行
ペ
川
一
ド
ヲ
る
費
用
な
い
じ
行
動
し
な
い
費
用
む
検
＝
日

A、
(},! 

科
学
心
児
な
る
詮
民
に
問
、
り
う
じ
て
れ
わ
れ
る
れ
慌
の
雰
存

治
に
い
地
べ
勺
ι肉

H
委
員
会
心
具
体
化
の
試
み
は
賛
同
れ
ど
刊
た
だ
け
ノ
で
は
か
h

かハ一

そ
れ
は
市
↓
に
も
批
判
の
対
象
に
も
と
ハ
一
仁
い

る
に
と
い
う
の
之
一
、
そ
れ
げ
？
と
り
わ
け
リ
ス
う
分
析
を
公
衆
に
川
刊
行
て
開
校
す
る
こ
と
や
弔
J
V

売
を
超
え
る
人
附
的
価
値
を
攻
り
入
れ
る

必
変
位
十
一
ほ
と
ん
と
表
に
出

ν
て
い
な
い
か
ら

品
述
の
文
書
に
け
け
す
る
批
判
ur
拠
一
け
所
に
、
ノ
し
い
る
か
点
、
ν
れ
な
L
が、

N
K

一
訂
さ
れ
た
行
為
笠
ん
の
迎
用
事
例
が
い
｝
れ
ま
て

（
ノ
、
存
在
に
な
っ
て
羽
れ
だ
、

二

c
n囚
午
九
リ

川
刊
の
原
域
閣
僚
津
市
引
公
に
お

説
争
政
治
を
管
特
J
i
G
E
U河
僚
が
壬
ど
も
の
お
も
ち
わ
に
六
日
世
の
ノ
タ
し
イ
ン

（
川
勺
掛
川
剤
）
を
使
用
す
る
こ
と
を
刻
限
ず
る

ζ
－

V
「
肢
体
戸
に
賛
同
T
L
み
に
こ
乙
で
あ
る
n

E
C
の
仏
前
次
法
は
辛
前
E
A
r原
副
古
前
ム
つ
に
多
く
の
規
制
ハ
バ
中
に
交
け
入
、
れ
h
J
L

最
初
心
例
と
l

、
士
」
で

ば
な
ら
な
い
の
は
、
山
理
Jい
了
組
換
有
機
体
の
志
反
お
な
環

μ
放
出
に
間
以
1
J
J
G

戸
、
ハ
〉
人
庁
一
一
月

は
の

E
Cお
へ
J

同
（
）
（
）
］
＼
忍
「
い
わ

ゆ
る
政
出
格
今
）

こ
れ
は
市
計
p

川
記
事

る
も
の
で
、

況
に
一
九
九
f

J

作
ー
か
ら
妥
当
し
て
い
た
え
切
的
指
針
Lf

取
っ
て
代
わ
っ
た
も
の
で
あ
る
へ

汝
山
川
指
令
は
と
り
わ
い
型
企
了
組
換
ム
伺
機
体
Cfw凡
退
に
対
し
て
、
法
切
で
事

p川
…
配
慮
忠
恋
に

h
p川へノ

げ
、
り
れ
た
仮
設
抗
慌
を
要
求
す
る
一
昨
円
心
例
と
し

C
、
こ
こ
で
柁
怖
さ
れ
る
の
は
、
統
合
的
民
投
汚
染
問
治
作
〈
予
三
＼
戸

I 
v 

こ
れ
ば
蛍
主
均
設
の
斤
可
と
そ
れ
で
以
求
さ
れ
る
苅
介
的
伝
説
境
保
識
の
h
J

め
山
川
J

く
事
山
配

慮
に
焦
土
dJK合
わ
す
も
の
で
あ
る
c

）
か
し
、
臨
設
操
込
者
い
対
ャ
ー
る
こ
の
義
務
は
制
裁
を
什
っ
た
止
の
さ
は
な
く
、

γ
l
U
Z【

FAH戸

I
J
f
 付
一
舟
古
町
）

そ
れ
ゆ
え
旬
以
r郁

配
慮
の
均
約
的
ア
プ
ロ
ヲ

J
J

の
だ
め
の
内
月
九
｝
は
と
し
て
は
ほ
y
し
ん
と
伐
に
っ
て
い
な
い
〉
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出

明i
f'ii; 

事
前
史
青
山
眼
目
引
の
h

う
し
た
将
位
た
る
安
定
化
は
次
州
法
判
所

ぃ
次
刊
誌
判
所
は
さ

戸
門
戸
』
（
同
日

に
よ
っ
こ
〈
子
炉
的

ら
に
事
前
出
店
原
町
れ
の
輸
誌
を
切
符
に

Lι
ー
っ
重
県
ん
か
例
か
れ
あ
げ
る
と
す
れ
ば

向
原
町
出
川
は
九
九

ぃ
ー
ち
ゃ
ν

ス
欧
州
裁
判
一
休
日

決
己
主
＼
芝
山
一
英
国
対
吠
州
委
？
貝
ム
五

B
n
n一E
r爪
較
に
悶
「
る
こ
の
判
決
に
お
い
て

の
傑
出
点
の
一
つ

ん
文
凹
＃
仲
l

内
（
り
輪
山
い
紫
止
が
待
認
さ
れ
に
す
な
わ
ち
、
ー
へ
の
津
山
吹
」
い
川
す
る
危
険
心
存
引
と
範
囲
が
不
併
先
で
あ
る
と
し
て
も
、
花
機
関
付
、

一
一
の
自
一
段
の
存
自
と
規
枝
市
ず
は
コ
さ
り
と
託
則
さ
れ
る
ま
で
待
つ
こ
と
な
く
、
保
設
措
置
を
と
る
ご
と
が
さ
き
る
と
い
う
の
で
あ
る

ロ2 ぺ及びドイソm1c"c;1に口行i6.S{前夜扇町自＇：

人
の
注
目
以
が
関
わ
コ
て
い
る
場
企
は
常
へ
事
r

店
配
慮
を
品
川
万
助
「
る
た
め
の
閥
併
は
比
絞
的
少
ご
い
も
の
で
；
分
で
あ
る
と

1mノ
見
解

以ニ

ブゥ

f
ザ
、
川
U

決
及
び
F

凡
ブ
ア
ル
マ
判
以
？
？
浅
じ
て
、
モ

に
欧
州
裁
川
所
は
好
転
的
だ
ー
ぺ

欧
州
第
一
審
裁
判
所
、
へ

一
併
を
よ
一
川
し
℃
ド
司
令
。
そ
の
際
、
量
的
に
訂
正
川
可
能
日
リ
ス
ク
分
析
や
一
ピ
ロ
リ
ス
ク
」
の
要
求
は
問
説
こ
さ
れ
な
い
n

l

じ
し
ろ
間
話

一ぶ、

は
リ
ス
ケ
の
政
治
的
安
び
で
あ
る
。
実
際
、
加
明
日
庄
は
安
ぶ
さ
れ
三
平
川
配
仁
府

J
J析
を
と
ら
な
い
、
あ
る
い
は
治
時
に
乙
ら
ば
い
、
ま

わ
は
ヘ
＋
一
閥
抗
に
J
ら
な
い
場
九
日
い
、
条
約
パ
M
3
口
千
続
に
お
レ
ご
内
生
訟
の
川
川
決
を
一
九
叉
告
げ
る
f
と
を
予
測
！
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

E 

℃
イ
リ
ノ
環
境
法
に
お
け
る
事
前
配
志
の
厄
い

叶
イ
A
r
i
戸
、
ふ
小
、

i

l

h

 

J

イ
三
戸
、
境
汚
い
お
け
る
出
前
村
山
ぃ
宙
】
原
町
同
む
ほ
げ
は
一
不
l
r
h
p
与
は
る
庚
院
の
巾
か
ら
牧
J

己
以
わ
る
考
察
と
中
川
極
右
い
く

っ
か
川
世
間
し
よ
う
と
思
う
r

事
訴
削
厳
規
制
の
初
期
心
氏
悶

お
い
て
既
に
認
め
つ
れ
て
い
に
の
は
、
J

判
貯
ー
な
危
険
防
止
、
と
前
ん
で
禾
械
、
防
止
的
な
危
険
か
り
の
州
刊
誌
が
必
安
だ

ー

、
）
い
、
〉
こ
こ
で
守
｝
山J
つ

き
」
レ
J

片山、

じ
れ
い
判
受
け
入
れ
ら
れ
一
に
き
た
の
は
、

（
賊
疑
あ
る
欣
険
J

）
も
ま
た
許
庁
に
す
ゐ
行

危
険
の
二
乳
い
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f沢

を
パ
北
九
却
し
う
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
一
二
、
、
で
は
、
あ
い
り
得
る
こ
と
ど
口
十
分
な
蓋
扶
一
兆
が
お
る
と
は
い
え

な
い
危
吹
が
認
識
き
れ
て
い
る
し
か
し
、

干
己
へ
人
じ
り
ι
人
J

；
！
ド
ー
ー
：
：

こ
う
し
す
に
比
較
的
低
い
告
m
然
自
の
程
度

け
る
一
般
紙
〕
察
供
同
J

法
パ
V

形

悶

ナ
凡
さ
は
、
F
J
r
、
院
な
物
質
が
液
細
す
る
こ
と

C
発
宇
「
v
令
指
稿
的
日
組
合
に
対
処
す
る
ミ
と
は

Cid－一夜い

天
然
心
梓
i

活
資
源
の
保
護
の
領
域
に
お
け
る
た
イ
ツ
伝
険
社
内
止
伝
の
こ
う
し
た
不
ト
分
さ
は
伐
に

V
い
れ
4

矧
か
ら

L
1
1
h

つ
九
一
工

1
i
f－
－

一

j

七（
U
』
代
か
ら
一
認
識
さ
れ
て
い
七
〈
〆
J

察
（
り
！
i
L
L
る
動
機
は
、
人
じ
り
美

4
す
る
i
業
地
域
に
お
い
て
、

十
人
ノ
丸
山
品
川
慌
を
劇
的
に
解
泌
さ

せ
、
主
ノ
〉
7
J
た
政
治
的
計
混
と
あ
ノ
た

J
こ
う
1

げ
て
九
七
同
午
に
な
る
と
事
引
配
慮
規
制
は
述
邦
イ
ミ
ソ
ン
オ

t

J

防？
h
h

法

一一口コ

JF7（
と
ど
組
み
入
れ
ら
れ
る
こ
J

に
な
っ
た
へ
連
邦
イ
ミ
ゾ
／
マ
ン
防
7
1法
第

川
ハ
二
川
勺
ぷ
車
問
、

」
れ
は
A
r
円
で
も

川
勾
技
法
卜
の
事
前
配
慮
原
則
の
ゆ
、
い
的
泊
判
例
を
形
リ
什
コ
て
い
る
ロ
さ
ら
1
J
る
事
前
町
出
規
制
が
他
の
法
律
に
お
い
て
も
続
く
こ
こ
に
な

る
n

そ
の
結
岡
本
、
ん
J

や
徐
々
に
7
、
は
あ
ヂ
レ
、
事
川
配
寂
規
制
か
ド
イ
ツ
環
陥
司
法
に
程
み
人
れ
ら
札
、
4

め
る
い
は
よ
り
適
切
に
友
利
叫
す

イし

は

ト
イ
ツ
環
境
込
山
乙

入
れ
ら
れ
た
こ
い
え
る
で
つ
に
立
っ
て
い
る

現
行
の
ト
イ
ソ
濡
境
法
は
、
持
続
ペ
リ
能
性
の
注
入
山
に
合
わ
止
、
時
前
日
補
十
、
欣
険
発
生
の
ず
っ
と
前
の
尚
点
マ
hJ
笠
川
市
の
す
る
c

たし
C

そ
か
は
現
代

、
県
議
決
訴
の
口
宮
古
川
υ
明い〈
7
手
れ
る
場
合
、
出
果
関
係
が
篠
’
公
ー
£
一
」
号
、
仏
レ
υ
之
円
、

し
か
し
山
市
頁

u
同
盟
は

存
た
す
る
と
い
う
湯
今
は
、
も
ろ
事
前
記
山
加
措
置
を
定
め
て
い
一
川
内
乞
ιめ
げ
る
と
、
込
邦
イ
ミ
ッ
ン
オ

l
ン
坊
は
が
第
十
円
条
一
明

二
口
勺
は
抹
業
長
一
に
対

L
て
、
ま
川
合
申
k
f
る
花
設
は
有
雫
円
な
中
川
詔
一
影
掛
け
に
対
す
る
事
前
出
版
乞
L
f
一3
て
設
置
a

税
業
す
る
よ
う
義
務
づ

け
て
い
る
つ
ま
た
連
邦
上
円
以
日
体
全
店
長

F
丘
中
広
と
弟

t
条
J
U
土
地
品
川
有
わ
た
い
い
内
し
f
L
上
地
に
閑
出
一
ず
る
市
中
r可
制
札
山
同
信
義
務
を
定
め
て

い
る
J

（r蒜
聞
に
は
原

f
力
法
律
）

い
わ
puや
国
防

f
力
以

に
叫
い
て
は
、
事
訴
配
慮
限
引
が
し
っ
、
伊
け

2
実
文
化
さ
れ
と
い
る

r;' 

方
法
釘
ヒ
灸
二
一
則
一

さ
ら
な
る
支
定
凡
げ
は
九
J

管
開
法
」
弔
問

A
h
来
と
第
七
は
か
来
、
及
び
述
邦
一
H
伏
、
保
設
法
務

一
一
な
い
、
）
ハ
条

日
f

J
め
ず
匂
っ

12'. ledごJ"' J、 i）・↑＂＇＇引 1181 c引"Y. I i J 



ド
f

J

ノ
ιお
い
て
は
、
窓
法
上
ハ
ノ
関
連
占
J
I
C

況
に
主
べ

r法
坪
誠
一
の
考
察
を
は
た
叫
号
、
で
ぽ
4
J
は

と
は
は
し
い
唱
で
1
1

口？っ加つが

以
前
か
ら
事
前
記
事
に
つ
い
て
は
は
規
形
成
約
原
理
と
同
時
L

構
造
的
原
埋
が
問
題
L

な
る
と
い
う
一
致
（
た
見
方
が
丸
ワ

C
M女
引
で
為
つ
に
り
、
ふ
る
い
は
、
土
と
え
ば
蕊
治
計

一脳や川町内担
f

七
ス
メ
ン
ト
の
p
h
u
計
凶
仇
主
の
共
準
で
め
る
場
ん
μ
は
託
得
的
で
あ
る
J

し
か
し
そ
れ
を
耐
え
て
、
制
々
り
事
前
似
出
叩
義

解
釈
は
、

事
前
配
慮
義
内
初
心
履
行
が
イ
ミ
ッ
、
γ
4
1
ン
防
け
い

校
一
と
り
わ
け
直
一
利
一
ィ
、
ソ
シ
オ

l
ン
防
止
示
、
尚
一
邦
i
核
保
全
民
、
水
川
竹
坦
法
、
り

ー
と
忠
拓
也
に
ま
と
め

i
げ

一
つ
の
持
範
的

情
成
支
玄
ド
円
安
約
す
る
こ
と
も
熟
考
に
値
す
る
と
思
1

わ
れ
る
一

九
ぺ
九
八
ん
バ
ー
に
提
案
さ
れ
た
県
境
法
典
の
ー
一
門
家
一
公
員
会
H

一
次
｛
U
G

B 

k
o
m
 
佐
伯

h
条
は
こ
の

H
M川
で
械
対
さ
れ
て
お
り
、
外

M
L
hお
け
る
解
釈
論
的
考
察
に
も
影
響
ケ
う
え
て
い

ロ2 ぺ及びドイソm1c"c;1に口行i6.S{前夜扇町自＇：

11 

ー
川
引
判
訴
の
混
同
町
ど
は
り
同
一
一
鼠
丸

ド
イ
ア
の
事
的
配
慮
ア
（
一
ノ
口
ヂ
け
牧
心
的
規
範
で
d

め
る
述
郭
イ
ミ
ゾ
シ
オ
〆
一
M
H法
第
ア
九
条
一
一
以
二
ひ
か
一
有
害
な
照
岐
影
響

げ
の
池
の
危
険
、
不
吋
一
叫
不
利
伶
及
び
桔
当
な
不
快
感
に
刻
し
て
、
技
仲
町
本
準
に
い
ホ
H
U
し
I
K
T刀
置
を
通
じ
ト
事
、
川
一
配
慮
ー
を
ま
ぶ
す
る

いU
A勿
ノヘ～u 

つ
の
不
利
υ
川
の
通
路
か
明
ら
一
か
に
な
る
ー

つ
は
も
と
も
と
の
J

ミ
ソ
ン
オ

l
〆
む
通
路
で
あ
る
町
川
、
士
、
札
と
柁
ひ
、
そ
の

前一

判
例
に
よ
れ
ば
、
十
什
に
述
べ
た
連
邦
J

ミ
ソ
ン
オ

l
〆
防
止
法
む
宇
削

九
刊
の
仕
方
で
死
刈
つ
す
る
也
荘
一
境
U
M
汁
門
、
ん
存
や
L
U
J

る
か
ら

記
怠
規
定
は
リ
ス
ケ
術
連
し
川
事
前
町
民
山
H
い
で
あ
っ
て
、
有
守
内
物
支
の
泣
浦
辺
搬
も
1
r
n
わ
け
考
窓
に
入
れ
ら
れ
な
け
内
ば
な
ら
と
い
と
さ

れ
る
コ
役
者
に
ワ
い
て
は

州
制
々
む
工
ミ
ァ
シ
4
1
ン
？
と
れ
山
い
に
は
ま
だ
凶
且
小
川
抗
日
間
が
な
い
と
さ
れ
る
湯
今
も

高
稿
民
連
的
日
事

前
配
慮
は
考
え
I
h
m

い
T

／
～
い
う
一
言
明
と
件
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
J
μ
ド
ド
川
の
と
こ
ろ
、
学
説
ー
は
一

f
I
、、
l
d
q
o

、」

必
民
と
さ
れ
る
空
間
的

μ別
J
い
う
門
一
味
で
の
事
訴
配
慮
の
け
門
的
設
定
と
し
て
は
、
以
北
地
伐
の
笠
間
関
川
忠
的
似
体
護
も
ま
た

い
ず
れ
に
せ
よ
、
事
前
配
慮
い
は
独
自
の
［
忙
し
的
殺
な
が
あ
る
と
い
ス
こ

ー

出

事
前
川
出
山
岡
山
制
制
の
危
険
防
J
へ
の
プ
ィ
ー
ド
川
ッ
ク

V; 
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f沢

巳円

' Lヲ

の
世
情
成
山
女
作
の
側
丙
、
＼
ぱ
わ
も
戸
川
戸
引
の
北
町
民
吐
け
を
一
瞥
し
な
け
れ
ば
な
ら
一
ぱ
レ
し
子
れ
に
よ
る
J
、
平
前
記
さ
は

悶

と
し
て
注
解
し
う
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
質
的
で
は
な
く
口
古
川
町
に
け
ん
て
、

同

hIi
仙
川
な
阿
川
パ
八
活
が
存
立
ド
ヲ
る
場
合
に
憶
に
行
わ
れ
る
）
門
店
、
わ
ゆ
、
九
、
出
＼
刷
用
意
原
奴
む
フ
ノ
ー
ド
パ
ヴ
ク
、
あ
る
い
は
も
っ
と
渡
切
に
点

危
伶
へ
と
は
独
げ
一

危
演
の
疑
い
の
h
j

現
「
る
と
、
市
中
Ll配
慮
原
則
と
い
統
的
な
危
ぬ
防
止
の
坊
界
凶
定
を
行
う
こ
と
に
h

b

ャ
匂
ハ
／
と
清
的
九
仇
h

「
点
山
町
防
止
内
あ
っ
て
問
題
に
h
h
る

あの
るenlo: 
し、

tH ム
ム上 典
Cif d~ 
配な
十↓警
t 察

及上
三巳〉

き守
る r~
じっ !IJ 
f中れ
lつ＂ Lii" 
、！？

れ
ば
似
体
主
呪
い
い
「
刊
に
正
い
て
泣
い
将
米
に
損
事
発
庁
ー
の
ト
分
な
蓋
然
性
が
お
る
こ
と
で

戸
川
間
的
か
っ
情
亙
な
と
る

r
fに
ん
は
わ
F17
一
考
察
方
法
を
行
い
、
山
川
物
及
び
法
的
状
沈
の

～む九

11
片山川ユノバ一二ー一、斤占、
t

r
J
i
J
t
r
ノ

’

j

v

、J
t
、

に
同
間
半
が
U
冗丘

rる
一
｛
疋
の
み
快
…
叶
が
指
怖
と
き
る
場
企
だ
円
で
あ
る
c

ァ
バ
制
玲
附
の
町
出
は
保
設
法

益
の
仰
他
が
間
起
ピ
な
る
つ
こ
い
、
、
の
も
、

そ
れ
が
高
い
制
伯
で
あ
れ
は
あ
る
ほ
ど
、

損
害
品
川
犬
宇
mv
芳
然
性
へ
の
製
品
川
内
一
は
小
さ
い
J

徳一

の
で
あ
っ
ζ

も
よ
い
か
ら
で
あ
る
。
百
九
円
光
ル
止
の
リ
キ
狭
山
糾
れ
か
そ
れ
ほ
ど
門
司
く
な
く
て
も
、
危
険
防
d
諸
問
山
」
／
；
司
令
代
わ
り
に
事
r
別
配
活

h
r
要
請
さ
れ
る
子
乙
は
あ
る
。
こ
こ
C
行
政
の
併
釈
に
引
制
染
み

い
不
確
定
法
概
念
で
も
っ
亡
投
下
っ
こ
こ
は
、

v一
法
告
か
本
質
的
な

r

「
〆
」
え
ば
記
述
の
水
汗
に
お
レ

を
自
ら
行
う
現
り
に
お
レ
て
、
異
議
守
山
叩
し
立
て
る
こ
と
は
下
手
な
い
c

危
険
と
事
前
記

】
一
の
マ
〆
ヂ
ア

l
ゼ
を
レ
か
に
し
て
克
服
す
べ
き
か
こ
レ
う
よ
う
ん
d
法律！？
J

的
F

ブ
日

l
子
ぽ
、
、
｝
れ
ま
で
ほ
と

ωど
只
仏
首

ιへ耐じ

9
 

リ
ス
ん
ソ
、
同
情
余
リ
ス
ク
の
聞
に
あ
る
次
一
冗
心
f
、
レ
や
格
差
に
つ
い

ら
れ
て
こ
た
か
コ
た
こ
仁
れ
に
し
久
し
こ
、
布
市
平
日
、
治
哉
、

と
は
む
し
ろ
と
し
い

し
ト
レ
、
礼
範
の
よ
い
的
効
果
り
測
阿
て
也
、
と
ら
れ
る
べ
き
拙

E
♂
問
題
」
な
る
場
ん
μ
は
、
事
前
配
慮
と
危
険
紡
け
を
回
定
し
h
h
け

れ
ば
な
ら
な
い
U

す
な
わ
ち
、
危
険
死
別
の
範
院
や
危
険
心
疑
い
と
い
＋
ル
山
形
式
の
範
時
に
お
い
て
も
ま
予
し
く
、
事
苅
配
腐
な
見
担

、
え
に
白
山
険
の
閥
値
は
？
を
、
ノ
判
明
、
ス
℃
、
ν
ま
っ
た
と
し
う
杭
角
か
え
ふ
れ
ぞ
れ
の
領
域
か
ら
砕
か
れ
る
ほ
和
討
を
と
る
必
げ
に
は
、
い
ん
削
減
則

に
一
。
っ
て
条
ρ
l
づ
け
り
れ
た
厳
は
け
な
竹
一
離
が
凶
寸
L

山2
5
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
L

一
例
y
し
し
て
汚
染
壌
の
浄
化
に
お
け
る
さ
沢
浄
化
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が
指
摘
、
吉
れ
よ
う
c

コ
ミ
ァ
シ
オ

l
ン
が
危
険
心
山
両
信
に
注
す
れ
ば
述
ず
る
ほ
と
、
当
該
措
置

（
た
と
え
ば
、
手
続
・
品
業
方
法

む
た
百
ん
や
工
ミ
ゾ
ン
オ
！
ン
限
界
情
心

し
い
干
J
小
川
「
ノ

工
ミ
ァ
ン
オ
1
ン
の
削
減
を
成
し
、
必
げ
G
こ
し
〈
が
写
け
切
で
ふ
り
わ
一
は
め
る

iま
乙一

一
層
心
事
p

川
円
七
両
ぶ
」
山
古
ぷ
す
る
こ
と
が
一
ー
、
昔
、
る
と
い
う
基
本
ル

1
y

仏
九
程
述
へ
た
比
例
原
H
／と
F

や
ん
で
遡
μ

的人ム初心
b
R

は
も
ま
に
事
前
川
市
胤
抗
置
り
命
令
に
い
叫
し
て
制
以
的
山
作
用
す
る
J

しん一日
h
V
2
1
事
前
配
慮
を
い
ア
、
に
し
て
批
に
発
生
し
に
間
守
1

七

一
緒
に
市
化
寸
る
よ
う
要
求
す
る
こ
と
は
で
き
と
い
〈

以
ー
の
こ
と
な
長
約
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
仁
山
山
崎
煎
府
原
則
は
志
札
山
山
防
止
以
則
及
ひ
危
険
原
則
と
密
絞
に
い
巾
び
コ
い
て
い
る
、

、ザか、）～止
L
L
H
m
J解
い
よ
れ
ば
、
こ
れ
と
は
概
念
上

μ別
手
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
t

ど
つ
い
う
見
方
士
連
邦
行
政
法
判
所
旬
、
強
制
刷
、
｝

ロ2 ぺ及びドイソm1c"c;1に口行i6.S{前夜扇町自＇：

お
い
て
、

日
相
去
に
汁
〕
一
4
切
手
前
出
慮
は

て
い
る

o
r白
ト
v
り
、
川
辺
日
付
行
行
政
作
品
判
所
は
原
，

h
以
法
治
？
三
条
二
項
一
一
サ
に

危
険
〆
｝
は
仇
v

の
け
ソ
ス
ケ
宇
前
配
伝
」
も
〈
け
ん
で
お
打
、

。
危
険
概
念
心
意
味
に
お
け
る
危
険
防
d
だ
け
や
は
カ

長；; 
·["[::• I 

さ
な

' i予i
h手

伝〉

G) 

Y) 

る

リ
ス
フ
事
前
一
似
泌
の
肌
仙
台
は
「
設
害
発
干
の
り
続
性
の
克
服
に
ま
つ
わ
る
不
体

を
指
L
Fし
て
い
る
c

こ
れ
に
よ
れ
リ
ス
ク
弔
前
夜
宮
は
、
た
ピ
別
に
移
し
た
た
日
の
危
険
と
は
幾
分
h

苧
ー
も
の
に

ア
ン
グ
リ
ノ
メ
り
カ
八
い
と
い
波

ノ、
(!) ') 

C ス
主〉ク

る日と
「だド又
に〉

さ
に
こ
う
し
七
リ
ス
ク
苧
前
山
一
氏
虐
古
↓
…
認
す
る
こ
と
で
、

に
践
し
て
事
前
記
長
を
危
険
の
み
然
吟

I¥ 

銭
余
リ
ス
ク
と
の
境
界
設
乏

回
只
ー
悶
係
、
あ
ゐ
い
は
制
宝
口
九
品
生
に
悶
し
亡
、
ど
う
し
て
も
確
か
で
あ
る
2
い
え
沿
い
均
む
に
、
「
三
、
の
抗
置
士
山
下
苛
ー
配
脳
同
川
区
L
Y
／

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
勺
門
て
の
ヒ
め
、
市
世
話
削
除
叫
の
迫
は
が
h

は
特
バ
ー

2
d安
件
と
が
ひ
コ
げ
ら
れ
る
す

そ
こ
で
宮
ー
し
に
よ
る
事
諸
制
ー
胞

情
山
内
ー
は
、
リ
ス
ケ
を
究
明
「
る
た
め
あ
ら
か
じ
め
あ
、
つ
ゆ
る
利
用
川
ぷ
出
合
情
け
れ
泌
を
持
ぷ
し
、
認
識
で
予
る
リ
ス
ク
と
に
y

以
〕
、

ー

的
に
J
ス
ク
決
定
自
体
を
事
後
的
に
検
一
け
で
き
る
戸
O
H

つ
に
述
ヨ
づ
け
た
場
合
に
の
み
事
求
L
て
も
も
仏
い
こ

ま
し
て
事
点
出
店 オz

己人

112；｝、：iL'?J:;: •3 1 22CiJ ・'8': .2ocs.;1; 



f沢

としい
q

う
珪
山
つ
け
し
J

け
で
危
険
な
松
治
の
完
全
古
門
J

止
を
要
求
す
る
、
、
と
は
で
舎
な
い
一
だ
か
ら
連
邦
沢
法
裁
判
所
以
カ
ル
刀

l
ル
ー

お
い
て
原
了
力
技
術
の
特
djhv
命
じ
る
ご
と
を
距
釈
し
た
の
て
あ
る
わ
ず
一
位
持
は
郎

f
M之
は
り
お
刈
ム
リ
て
も
っ
て
店
じ
り
某
本
梓

悶

u
A
護
義
務
右
民
同
行
し
た
と
い
う
の
で
の
る
す
は
わ
丸
、

「
技
桁
的
施
設
と
そ
の
仇
菜
を
本
誌

F
る
こ
と
と
ひ
ょ
っ
と
し
之
、
り
党
守
す
る
か
、
も
し
れ
た
い
茶
本
棺
へ
の
危
険
を
立
法
者
が
認
め

に
と
に
ん
、
そ
の
保
長
義
務
に
か
ん
が
み
、
岨
相
対
的
に
ぷ
安
九
！
や
で
も
っ
て
山
刊
除
ナ
ゐ
よ
う
な
規
制
Jhbリ
コ
工
、
、
ノ
民
求
す
る
と
す
れ
付
、

Z

れ
は
人
同
の
認
識
経
カ
の
限
界
主
見
早
川
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
、
ぺ
今
後
は
、
技
術
利
用
の
凹
家
に
よ
る
あ
っ

ゃ
う
て
J

ま
ニ
J

乙
と

γバ
ゆ
る
だ
ろ
う
L
V

川
刊
の
↓
「
廿
れ
で
い
う
べ
事
前
配
府
義
務
の
履
行
ピ
よ
コ
て
ー
な
一

利
川

て
定
め
ら
れ
た
均
値
を
、
は
る
一
桟
余
り
ス
ク
」
を
引
、
き
受
け
ぎ
る
ノ
行
な
い
伏
川
は
避
け
ら
れ
な
い
乙

γっ
、
」
と
で
あ
る
。

（h
工
で
は
町
小
9

J

力
法
ー
の
そ
れ
一
、
熊
本
権
、
一
ト
体
ー
か
専
門
家
に
よ
3

一
月
に
お

け
る
事
前
配
応
義
務
、
と
池
方
に
お
け
る
受

uaす
べ
き
残
余
リ
ス
ク
の
崎
界
画
定
日
、
炉
別
主
T
P
R
ご
一
に
、
負
担
J
V
と
被
る
告
の
仲
柄
本
濯
を

九
円
み
］
中
苅
家

「
基
本
法
第
条

と
h
り
わ
日
職
業
の
白
山
へ
基

問（）

2
、
千
戒
心
叫
「
「
】
I
G
八
止
が
太

本
法
第
一

項
～
汁
日
い
唱
し
対
己
主
催
川
川
百
戸
基
本
法
第
一
河
条
一
取
）

の
れ
て
ノ
汀
わ
れ
な
け
れ
ば
去
ら
な
い
の
で
た
る
一

タ乙f
河℃

、
～ 

事
前
記
山
胤
却
制
の
性
格

事
前
日
一
中
山
日
の
本
質
は
思
議
は
椛
に
間
違
ず
る

存
可
一
位
な
校
度
ド
ま
て
縮
減
す
る
場
台
だ
と
、

つ
に
は
、
に
不
り
避
の
介
入
れ
為
や
（
伐
術
的
に
ぷ
J

え
ら
れ
る
期

一

日

一

一

公

一

U

判
昨
日
悲
反
訴
は
体
の
維
持
に
と
っ
ν

、
役
円
げ
つ
と
い
／

d
v
こ
の

k
う
な
資
出
師
事
前
日
比
貯

た
と
え
ば
、

JE革
司
叫
す
る
こ
「
は
、
危
険
忘
山
的
な
問
解
1

ど
組
、
三
る
一
り
で
ゐ
る
が
、
メ
の
M
併
釈
論
的
関
選
出
は
茶
…
不
法
第

））

a
条
（
り
国
家
月
襟
場

（
疋
環
境
保
護
に
児
出
さ
れ
る
c

一
例
を
あ
げ
る
こ
「
る

2
、
不
域
管
財
（
に
閲
す
る
ぷ
営
即
許
庁
の
委
託
一
ぷ
色
刷
打
一
法
第
一

a
久
川
山
明
、

か市下
f

乱
配
山
胞
の
表
れ
で
あ
る
。

L
か
3

ぷ罰

に
事
り
山
市
原

γ
フ
口
、
ィ
ブ
ば
、

事
り
引
所
慮
墓
刊
の
道
λ
j
が
環
境
資
抑
心
待
ぷ
ん
と
そ
れ
に
よ •，、
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る
川
翌
h
A
V
T
D州
ん
ら
日
中
d
dム1
仏
町
一
ぱ
列
ド
用
に
と
っ
て
没
に
？
V
Jノ
よ
戸
つ
解
釈
さ
れ
る
二
と
も
あ
る
〈
ご
の
よ
う
な

p
t
Dパ
士
ぃ
リ
3
L
i
両
官
EJJ

J

J

く

i
i
（

i
l
L
r
J
F

ア
ブ
づ

l

た
と
え
ば
、
環
境
民
典
守
門
訟
を
い
い
ム
バ
争

、τ

白
山
空
間

T
l
ゼ

と

ち

づ

7

7

レ、！、

7

j

j

i

J

E

 

h、一

長
第
f

J

条

文
は
、
将
来
日

1
態
系
に
法
介
し
た
利
用
に
ι恥
じ
て
自
由
寸
刊
誌
で
聞
を
維
持
す
る
よ
う
い
ゲ
心
し
て
い
る
つ
生
市
山
系
中
心

j見

A

一
下
表
的
ほ
説
明
い
内
よ
る
べ
き
伊
、
人
間
中
心
的

i
義
的
以
丸
山
む
院
に
工
る
べ
き
、
か
に
つ
い
て
は
、
ひ
L
〆
ま
す
強
ば
J
F〈
判
外
向
凶
し
て
お
く

と
と
に
し
よ
二
J

U

い
ず
れ

ι
せ
よ
、
こ
こ
で
の
ど
祭
か
ら
、
計
十
h
u
M的
な
事
前
似
極
り
た
め
の
解
釈
論
的
接
続
出
が
認
め
ら
れ
る
に
そ

れ
け
領
域
以
設
立
ー
も
っ
て
口
典
的
な
枚
出
法
的
手
別
配
一
府
吹
超
え
る
j

も
の
で
あ
る
J

環
境
行
的
と
環
岐
法
！
の
豆
一

ι配
慮

、
所
同
州
イ
ミ

F

ン
オ
i

シ仇川

ι去
や
排
？
不
筑
制
法
の
子
れ
）

の
関
係
は
ほ
と
ん
ど

ロ2 ぺ及びドイソm1c"c;1に口行i6.S{前夜扇町自＇：

解
明
さ
れ
て
い
な
い
。
環
境
の
規
制
械
化
吃
ぶ
」
／
一
え
ば
、
亘
愛
物
資
）
を
同
時
に
考
山
間
い
す
る
胤
続
賞
向
上
川
以
内
を
述
山
崎
ず
る
た
め
の
時

同
レ

i
ル
こ
い
～
寸
ET】制
t

は
、
と
う
も

不
安
も
あ
る
U

こ
れ
に
は
町
民
ト
憐
想
の
ア
（
ヴ
日

i
手
が
日
制
域
の
ね
殊
性
を
よ
り
泊
切
に
考
福
ず
る
こ
い
う
利
点
を
泌
が

L
亡
く
れ
る
U

出掛3
 

ハ円、

una 
一川山

ぃ

f、
あ
f
J

J
V

へ店

了
ミ
ア
ン
オ

i
ン
続
減
法
請
こ
凶
和
し
が
f

、

回
避
条
一
羽
に
対
す
る

と
れ
に
持
し
て
付
皮
も
い
わ
れ
て
レ
る
の
は
、
こ
刀
こ
と
は
一
補
充
」
を
犯
さ
司
る
と
い
h

つ
主
張
で
7

め司令。

平
前
昨
山
海
一
回
引
の
性
格

ι践
す
る
問
題
U

J
L
d

め
る
施
設

に
サ
し
と
／
行
い
民
に
出
）
奇
心
機
会
を
与

一ノヂ、
〆

i

え
る
市
＝
者
以
A
X
C
伝
的
地
位
乞
事
前
記
出
）
か
ら
与
さ
小
川
山
す
三
と
が
で
き
る
か
と
い
う
検
討
も
め
る

し
か
し
な
が
ら

手
イ

y
？
？
仏

山
川
一
日
ず
る
者
が
長
扶
防
リ
的
uzd
一
地
険
加
M

ら
の

て
、
ム
何
世
円
な
茨
経
常
川
智
に
UFJし
て
十
字
削

く

E
Hん
が
一
交
し
て
い
る
よ
う
に

配
指
JY
求
め
て
も
、
戸
－
邦

f
ミ
ツ
、
ノ
オ
i
ン
朴
抑
止
必
筋
立
長
一
頃

j
H
v
、
り
甲
山
配
属
義
務
に
は
第
一
者
似
一
説
的
な
効
果
は
な
い
と
い
う

ー

月
行
ん
げ
で
、
そ
、
り
者
つ
耕
一
武
道
行
一
り
可
能
な
伝
的
地
引
が
認
め
ら
れ
る
と
と
は
と
い
、
り

邦
行
政
裁
判
川
町
閥
、
「
ミ
ッ
ン
方
i

ン
防

ι法
ー
の
事
前
脱
出
可
義
務
ば
知
ム
一
ZE保
引
詩
的
で
は
な
し
と
い
ろ
従
J
A

の
見
解
を
紙
付
す
る
ー

明
↓
コ
し
て
い
る
υ

学
説
に
お
い
て
f
張
さ
れ
て
い
る
注
川
和
に
対
1

）
て
、
注
目
作
行
政
裁
判
所
は
、
川
店
内
刊
と
い
う
も
の
は
例
別
F

化
町
発
ヨ

い
わ
ゆ
る
う
ノ
杭

f
判
決
に
お
い

C
直



f沢

人
的
範
国
士
J

札
す
る
た
酌
ノ
に
役
立
つ
も
の
で
は
な
L
と
述
べ
た
一
こ
れ
に
対
し
亡
、

叫
の
事
前
記
直
志
内
的
芯
河
】
範
ぽ
一
ぶ
さ
に
為
一
者

保
護
的
白
地
付
乞
容
認
す
る
可
能
性
が
あ
る
ν

す
な
わ
ち
、
原
了
ハ
寸
法
第
ヒ
条
一
頃
写
に
よ
れ
ば
、
前
町
民
件
の
百
味
に
お
い
て
、

悶

科、
γ技
術
む
足
f

何
本
準
心
掠
害
事
前
川
町
山
出
が
保
障
さ
れ
な
け
が
ば
7
d
ら
dz
い
の
だ
が
、

h
y
h
d
く
と
も
活
常
の

み
一
心
一
実
体
的
安
清
か
ら
、

税
業
J

ぞ
也
、
え
る
凶
刊
別
な
負
担
刊
に
関
わ
る
限
り
に
h

ぬ
い
て
、
許
可
砧
成
安
打
の
隣
人
保
護
的
伝
性
同
情
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

Lコ

一L
W
ょ
っ
江
区
別
h

り
ス
ク
強
M

止
の
い
じ
ル
匝
で
も
コ
て
相
似
拠
つ
げ
ら
れ
る
に

さ
て
、
山
一
こ
れ
に
は
［
YA

の
川
県
境
法
主
比
較
の
汁
品
川
ふ
と
μ

て
間
単
に
見
て
レ
き
た
い

七
口
勺
）
は
、
お
九
久
ん
の
凹
に
お
レ
て
、
保
議
さ
れ
る
人
的
統
凶
な
あ
げ
る
」
と
な
く
、
河
辺
地
域
、
す
な
わ
た
H
r活
体
の
廃
甘
ん
物
処
刑
位

1
1
A
の
廃
2

立
幼
処
担
法
二
九
七
（
ハ
咋
法
一
一

施
た
り
影
響
が
段
wu
白
域
に
つ
い
て
、

事
前
一
川
ー
加
を
す
る
よ
う
、

ヴ
ハ
ミ

J

ー
で
）
こ
己
い
n
ー
ト
し
し

J

る」

L
l
ζ
J
v
l
f
ノ

！

Z

許
可
す
受
け
に
者
ヘ
川
で
、
司
一
般
誕
烹
物
処
川
地
設
の
設
置
者
や
こ
い
う
）

は
、
吋
該
一
般
率
棄
物
処
河
施
設
に
係
る
周
辺
地

i車
京市斗ヨ Uソ

棄！f
l防活
在住 環
逝 j兄
；去の
~停
T丁子ム
ペ＂＿，， ff(も
よ とに

ま I~
ヨ＇＿

節目t
7可信
条ず
のる
も

Cコ

以
イ
一
号
に
お
い
亡
、
有
害
な

一川｝

山
市
ぷ
耐
柏
市
判
官
山
下
に
泊
象
的
に
規
定
し
、
事
前
民
忘
こ
危
険
防
J

引
の
買
M
刊
を
将
tι
ず
る
こ
と
た
ノ
＼
次
の
よ
4
P

般
五
品
交
物
幻
川
、
域
に
社
1
、
川
前
議
さ
れ
る
人

c
wるー

七
つ
別
持
i

理
一
般
出
棄
物
に
よ
る
z
へ
の
健
以
止
は
宇
活
再
坊
に
M
Y
る
被
害
が
サ
じ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
っ

事
前
日
一
山
店
命
令
が
尚
早
凶
に
な
る
滋
ム
口
は

！

v
U仏
苫
ゃ
ん
叩
へ
日
制
定
者
に
ー
ペ
し
て

い
か
ほ
る
ん
訟
で

い
か
ん
め
る
約
凶
に

LJ
ミ
？
っ
し

i
T
／

f
 

お
い
て
、
京
出
仏
ι
1
1
1
1

っ
事
苛
ー
配
問
問
一
原
則
J

ピ〆
J

患
し
よ
久

E
す
る
か
に
つ
い
て
、
広
い
及
量
権
が
r
ゴ
え
ら
れ
る
d

こ
の
ご
と
は
、

ノ
ル
ト

ソ
イ
／
“
市
三
ス
ト
フ
ァ

i
ν
ン
判
、
ω
ミ
ム
シ
ス
タ
ー
上
級
付
政
投
判
所
が
詳
細
工
山
河
川
べ

と
り
わ
け
技
術
的
問
題
に
対
し

て
当
て
は
ま
る
」
乙
で
あ
る
c

VI 

け
秒
台
的
原
持J
保
E
A
T

－
ノ
口
下
チ
乙
の
関
係一
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純
粋
包
工
ン

i
今
、
ォ
ブ
・
パ
ノ
ア
ん
ら
叫
索
担
保
長
か
ら
組
、
れ
、
結
合
前
云
環
境
深
一
援
を
石
山
叫
す
る
と
レ
F
7
漆
境
政
策
の
到
念
像
士
前
山
4
1

＼
7
る
し
／
一
、
罰
則
C
4
r域
に
お
い
て
も

事
後
山
町
山
直
的
た
J
H

｛
司
坊
は
ぺ
＃
ー
か
ら
事
山
山
L
F
出
、
的
川
な
淡
路
一

ω川
護
ハ
と
出
店
仁
が
変
わ
ら
ん
団
付
れ
ば
い
な

い
戦
時
と
道
具
ー
υ一
て
が
必
凶
器
九
と
手
台
る
1

ぐ
い
弓
こ
と
で
あ
る
F

、
ご
、
で
向
日
昔
日
L
泣
け

れ
ば
な
？
な
い
の
は
、
日
イ

J
に
お
い
て
凶
内
法
化
さ
れ
介
i
v
u持
令
も
ま
た
こ
の
新
し
い
ア
f
リ

i
L
J
を
刊
促
に
し
て
い
る
こ
U

ら
な
い
こ
の
乙
と
は
事
域
政
取
に
お
い

で
お
る
つ

肢
に
い
地
べ
た
「
士
ー
に
、
た
と
え
ば
逮
探
イ
ー
；
？
ン
防
長
二
第
五
条
用
、
互
に
ど
る
山
守
別
配
慮
は
、

z
の
仙
の
内
係
、

相
4
1
5
3
J小
利
採
及
び
不
快
感
に
け
け
す
る
保
設
に
乞
附
け
り
れ
て
い
る
の
で
、
も
と
冶
に
の
有
宝
物
質
一
三
ヅ
ン
ペ
ン
を
超
え
る
、
大

ロ2 ぺ及びドイソm1c"c;1に口行i6.S{前夜扇町自＇：

気
ノ
」
は
悶
？
わ
り
の
な
い
障
害
「
い
よ
る
作
い
片
品
犯
長
3
れ
る
。
有
害
物
貨
に
ミ
ノ
シ
オ
7

デ
〈
結
び
つ
い
た
よ
小
単
的
な
通
話
叫
林
業
古
川
山
中
え

て
、
一

C
C
一
与
の
規
定
の
白
人
改
川
以
降
、
政
除
・
宇
般
に
議
わ
る
そ
の
他
の
い
が
管
「
爆
発
や
火
災
九
百
三
も
ま
に
ィ
、
、
ノ
ご
J
t
1
ン

一日－

一
ぽ
ッ
て
い
る
。
以
降
φ

事
故
の
防
御
に
お
い
て
は
ま
穴
片
山
、

JT7Tf｝
の
工
ミ

yン

防
止
法
り
考
案
の
中
心
点
に
お

才

l
〆
総
減
技
術
を
お
越
λqJYω

払叫んけり引ない
4
4
品
川
中
？
刀
法
が
問
問
唱
し
し
な
る
じ

¥ll 

半
前
配
点
、
L
H
吋
ず
る
技
術
基
叩
仰
の
役
割

刊
日
比
境
事
引
い
出
場
jhy維
持
す
る
た
め
の
霊
安
な
週
刊
は
通
例
心
技
術
某
件
ー
で
め
G
F

そ
れ
ら
は
殺
多
く
の
環
境
誌
作
の
巾
に
児
し
川
j
h
」

と
が
で
か
む
る
umd

）
。
こ
と
に
ふ
ヲ
ザ
。

認
め
ら
れ
た
技
術
ル

1
ル

そ
の
う
ち
こ
い
で
は
H
H
T
B
車
要
な
も

キ
円
以
最
も
川
仰
い
保
一
定
誌
準
を
五
一
14
し
て
い
る
の
で
、

い
わ
ゆ
る
1

技
術
水
準

の
場
台
、

焔
設
操
業
者
は
も
う
相
当
に
ト
八
き
必
努
h
A
t

げ
い
わ
と
け
れ
ば
な
ら
な
い
「
V

「
技
州
水
却
」
（
り
名
の
下
て
問
解
さ
れ
て
い
ゐ
の
は
、

工
ミ
ッ
ン
オ
［
／
削
減
の
た
め
の
－
拡
f

止
の
L
t
践
的

、
旭
含
性
、
ケ
」
川
出
荷
ず
る
と
恩
わ
れ
る
進
展
す
る
7
4
続
、
制
茂
、
あ
ゐ
L
は
操
業
ム
パ
ケ
日
出
の
判
官
民
状
J

げ
で
あ
る

述
邦
イ
～
日
、
ン
万
1

ノ
防
L
L

ー

法
第
一
一
条
ハ
頃
文
の
り
に
諸
規
｛
一
ι、今出
i

一ハ

水
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f沢

人
気
、
水
、

υ航
訊
恨
の
安
全
性
を
深
砕
し
、
域
内
明
朝
店
十
叩
り
町
な
崎
東
物
処
坪
U
A
）
保
停
し
、

Z
」

への
L

ミ
ヴ
シ
オ
l
ン

の
犯
山
科
域
全
什
仲
L

〕
久
す
る
作
用
乞
阿
避
紡
A
附
す
る
P
J
め
、
仙
波
の
実
践
的
辺
ム
「
性
を
保
温
す
る
と
い
也
わ
れ
匂
注
M
（
す
る
手
続
、

悶

た
る
い
は
山
開
業
方
伐
の
党
民
状
況
一
口

記
邦
ィ
、
ッ
シ
オ
l
／
ね
tH
次
第
ア
九
条
一
一
山
二

71u事
r
別
配
意
義
務
が
計
叫
一
辺
求
立
点
寸
技
杭
水
準
L
〆
川
岡
山
崎
一
つ
け
り
、
り
れ
て
い
る
こ
U

に
去
っ
き
、
事
前
配
慮
の
た
め
一
り
基
不
義
務
に
動
強
化
が
バ
i

日
〆
て
い
る
勺
工
、
工
ノ
ン
オ
i
ン
縮
減
の
ほ
術
的
可
陪
壮
い
が
改
善
さ
れ
る
の

な
ら
、
宇
前
八
附
も
支
務
の
続
点
か
、
つ
の
史
文
一
の
担
出
qvpu
判明
I
ハ
「
ゐ
し
た
出
ず
っ
て
、
有
引
配
慮

一死一

、
三
し
い
く
こ
と
に
な
る
限
界
依
の
形
式
で
法
に
よ
っ

C
い
つ
も
訂
後
操
作
さ
れ
る
必
女
は
な
い
γ

と
い
う
こ
と
に
公
ろ
A

C

三
心
？

Z
江
崎
ハ
利
水
準
の
｛
安
一
一
は

f
E

シ
ア
ー
ン
防
法
か
ら
待
ら
れ
ず
九
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
に
義
は
そ
れ
を
超
え
て
使
凶

セ
才L

他
刀
法
領
域
に
も
及
ぼ
さ
れ
に
い
る
。

》

タ

ヘ

M
ふ
小
、

f
j
く

J

’J
1
1

こ
の
よ
有
な
宇
川
配
一
患
の
収
交
は
、
ぶ
円
相
司
法
弟
レ
ぃ
a
条
一

尽
に
令
仇
7
Q
折

本
の
校
中
川
の
山
川
ム
rJ3忠
告

43れ
ヤ
怖
け
れ
ば
仕
ら
戸
い
U

よい
J
L
科
y

千
技
術
に
お
い
と
ぶ
L
レ
発
展
が
あ
る
2
分
か
っ
た
場
合
、
技
術
水
準
は
一
般
に
認
め
ら
れ
た
校
術
ル
ー
ル
よ
り
も
本
一
杭
初

に
F
r
h
幹引
hAUふ
出
品
V

と
い
二
つ
の
も
、
技
雨
水
品
ー
は
い
古
川
照
的
な
P

長
批
判
断
で
は
な
く
、

単
に
指
向
の
確
町
た
司
令
実
践
的
、
443常
。
に
行
士
要
求

し
と
い
る
か
ら
て
一
あ
る

L
ば
ら
く
前
か
ら

γ
L日
の
い
わ
ゆ
る
条
項
法
～
〉
Z
M
r
一
青
山
内
互
の
MUU
／
山
地
ー
か
ら
、

も
っ
と
ー
し
確
に
い
う
と

／ 
、ノ

n 
、ノ

r
i
j
中
〕
門
司

ム7
や
技
桁
水
準
の
概
念
（
山
中
に
経
済
的
冷
J
J庖
も
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
必
二
工
い
る

ど
り
よ
ご
h

巾
統
今
門
的
経
済
的
要
請
の
湖
面

は
I
V
U北
町
人
い
に
端
ζ

九
ん
し
て
い

も勺
1
J
t
μ

確
に
い
う
と
、
い
は
L
渋
的
炭
素
じ
門
店
こ
で
施
設
＋
り
い
な
刻
印
し
、
い
る
利
用
川
氏
店
な
H
K

の
市
ご
，
が
成
さ
れ
て
い
る

cτ
一
で
は
二
平
の
従

告
で
げ
の
校
術
へ
十
円
に
述
べ
た
ね
令
の
治

号
及
び
付
属
宍
耳
、
会
問
、

今宅、
ポ

。〉

消
的
河
凶
仏
日
小
間
話
仁
な
る
〉
す
な
れ
ち
、
料
済
的
な
÷
張
刊
誌
性
と
り
す
え
ら
れ
る
山
L
R
D
費
用
と
使
い
か
の
品
川
内
性
が
考
慮
さ
れ
仕
け
れ

出iJ
1比
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ば
な
ら
な
い
の

て
の
降
、
1
A

引
い
川
明
可
能
な
門
以
主
川
の
校
術

と
レ
h
7
1
1
口
2

パ
前
概
念
日
別
連
邦
r

ミ
ッ
ン
す
｜
ノ
防
止
法
か

ら
汗
ら
わ
る
一
進
展
す
る
子
紋
、
制
度
ん
み
あ
る
い
は
操
業
十
ん
は
心
ヘ
ル
畏
状
況
一
や
一
宝
九
一
民
的
迎
合
性
一
と
い
っ
た
諸
収
き
に
再
ひ
反
政
す

る
れ
い
り
で
み
る
乙
う
し
て
技
術
水
？
と
い
う
同
門
的
な
悦
き
が
、

ョ
！
？
ツ
ぐ

：
1

ノ

よ
コ
て
れ
斉
的
凱
向
、
に
お
い
て
補
完
さ
れ
る
の

で
あ
る

J

｝
ゃ
い
t

っ一

fiL

f

i

7

7人
一

」
ミ
ソ
シ
ォ
i
ノ
心
削
減
ι

対
し
て
、

h
J

と
え
同
連
邦
f
ミ
／
シ
オ
i
ン
防
止
出
第
一
条
i

ハ
項
九
よ
り
、
技
術
水
準

が
μ戸内、
ζ
K
M
る
場
〈
H
で
も
、
事
前
配
掃
の
安
請
は
津
村
州
イ
ミ
ッ
ン
オ
y

！
ン
防
止
法
h
M
同
八
字
、
及
び
凶
八

a
条
い
基
づ
い
て
凡
ん
令
さ
れ
る

（

Z
Y
J

よ
え
ば
、
ト
人
町
店
模
燃
焼
施
設
命
令
の
t
T一
ノ
人
々
、
法
反
命
令
の
形
式
で
）
汗

の
で
あ
る
、
こ
う
｝
J

て
で
迎
合
は
法
律
の
ト
片
山
に
お
レ
て

ロ2 ぺ及びドイソm1c"c;1に口行i6.S{前夜扇町自＇：

わ
れ
る
事
v
肌
一
附
鹿
浜
南
の
門
作
形
成
の
た
の
に
、
そ
の
乙
き
ζ

き
で
、
統
ム
h

的
な
見
方
に
焦
白
パ
ト
l
v
A
Fわい中一

0) 

連
邦
イ
ミ
ン
シ
オ
ン
防
止
法
第
五
条
一
環
二
号
の
核
心
的
規
定
に
よ
る
事
前
配
慮
義
務

有
中
い
よ
環
涜
影
響
に
対
λ
q
J

る

に
技
術
水
準
に
似
つ

r
－
ミ
ソ
ン

4
1
／

J
J減
に
よ
る
宅
前
起
点

－
r
士
、
ア
／
オ
l
ン
‘
述
邦
ノ
ミ
ァ
ン
す
l
ン
防
止
法
第
一
条
一
取
一
泌
設
か
h
一
発
す
る
ト
へ
気
汚
来
、

張品川げな
ζ
〈

・
技
術
水
準
連
邦
イ
ミ
目
、
ン
f
l
ノ
訪
止
伝
第
一
条
六
一
川
ハ
工
ミ
ヅ
シ

4
1
ン

の
す
に
め
の
措
置
心
実
一
政
的
治
〈
」
件
か
わ
d

泊
す

る
と
伝
わ
れ
る
逆
戻
ず
る
手
紙
H
M
V
L

の
発
展
状
況

－
符
に
淫
邦
f
ミ
／
シ
オ
i
ン
ね
止
ケ
ザ
ポ
川
八
条
及
び
技
術
指
針
（
T
A
～
大
気
り
i

～
、
，
ン
f
i
シ
限
界
位
に
よ
る
具
体
化
J

？人

ヌ
山
汁
の
令
書
物
資
心
イ
ミ
ッ
ン
オ
i
ン
限
界
紘
に
関
す
る
命
ん
μ

式
市

一
次
連
邦
ィ
、
、
ッ
ン
オ
i
シ
防
止
令
一
主
会
陪
マ

ー

国
家
は
現
抑
の
認
識
状
況
ー
も
い
収
利
ぶ
仰
の
｛
公
す
い
と
い
う
形
式
ご
い
必
ffイ
ミ
シ
オ
ヲ
ノ
防
ペ
ペ
リ
マ
則
行
令

ハ一J
川

V

」
淳
作
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f沢

｛
疋
ー
に
c

こ
ん
ら
、
ア
こ
は
市
民
心
健
康
に
対
す
る
川
4

か
い
の
県
議
義
路
ヘ
黒
木
法
約
一
条
一
一
泊
（
）

の
門
医
で
も
い
に
議
を
山
叩
し
立
て
ら
れ
て
い

な
い
〔
と
い
ノ
わ
行
午
パ
イ
ル
泌
F

店
技
術
の
k
う
な
一
ρ
止
の
技
術
は
、
そ
れ
ほ
ど
人
以
殺
と
あ
る
わ
け
で
は
な
い
心
で
、
h

れ
ま
で
以
－
に

悶

段
抗
日
な
技
術
品
準
一
一
府
内
！
リ
ず
る
必
要
は
な
い
2
き
れ
て
い
る

「
科
千
技
術
の
本
準
け
や
持
川
一
ぶ
さ
れ
て
い
る
場
台
は
最
よ
り
事
前
似
山
山
由
主
主
隔
が
h
む
さ
れ
と
い
る
し
こ
こ
で
は
技
術
と
関
わ
る
山
開
業
上

心一松叫
mm
は
問
践
に
と
ら
な
い
υ

む
し
ろ
肢
も
引
し
い
科
学
的
認
識
が
決
定
的
て
為
る
U

こ
の
菜
市
が
、
色
川
市
主
れ
る
の
は
、
校
L

ュ人ル

ギ
、
や
遺
伝
子
校
術
の
で
〕
な
が
い
い
危
険
な
技
術
の
領
域
に
d

お
け
る
事
前
配
慮
が
問
題
に
な
勺
場
ム
円
で
あ
る

一C
E
］討一

h
h
7
ハ
卒
、
二
唄
二
号
弘
ぴ
仇
7
ハ条

（
遺
伝
了
校
術
法

J!'i 

令
に
述
べ
て
事
心
配
慮
原
則
の
ぬ
い
い
川
に
対
L
て
長
泣
限
界
が
あ
る
r
一
さ
れ
て
い
る
ハ

Z
一
、
れ
は
斗
コ
時
同
州
設
か
溢
宰
効
果
日
ド
バ
ス
・
工
ミ
ッ

ン
ォ
i
ン
取
引
法

の
治
則
領
域
に
識
す
る
場
合
で
占
め
る
。
こ
こ

C
は
仰
の
秩
字
法
で
山
町
不
さ
れ
る
エ
ミ
ァ
ン
ォ
i
／純一

減
が
忘
味
な
守
ご
す

工
ミ

y
Jオ
i
／
収
川
引
乙
い
う
ま
手
に
加
の

（
川
口
則
的
な
）
道
一
共
r
A
悶
z
泣
き
か

r
て
い
る
ハ

J

れ
ゆ
え
げ
法
者

は
法
待
】
の
フ
ノ
h

ソ
ン
弓
〆
ιhv
’
主
人
化
し
た
U

す
な
わ
ち
、
施
設
が
工
～
、
ァ
ン
オ
l
〆
取
引
法
第
有
条
及
ひ
ー
ハ
条
一
頃
の
諸
安
請
に
心

じ
て
操
業
さ
れ
る
な
ら
、
述
邦
ノ
ミ
ァ
ン
ォ
l
ン
防
止
法
第
と
条
一
取
号
心
〆
ミ
ア
ン
オ
l
ノ
防
止
法
ー
ゎ
虫
、
削
町
一
ち
も
ま
た
道

γ

ヨ
れ
て
い
る
と
す
る
の
で
め
る
ハ

さ
ら
に
、
温
宰
効
果
ガ
ス
γ

ミ
ソ

γ
4
1
J
C
削
減
の
た
め
の
示
唆
清
は
、
施
設
の
作
用
《
一
時
域
に
お

げ
る
有
汗
な
涜
知
J

影
響
心
発
生
を
防
止
す
る
た
め

L
C
み
要
ぷ
1
一
う
る
と
し
た

（
連
邦
イ
ミ

Y
ン
オ
l
J
防
止
伝
第
f
ぃ
条
一
川
崎
一
十
人
）
コ

F 

い望

明
ー
前
配
庖
に
お
い
て
は
、

ア
プ
ロ

J
ノ
以
ょ
の
も
の
が
問
題
に
な
る
、
ト
え
と
い
ち
、
枯
造
的
応
酬
中
い
あ
る
い
は
ひ
し
ム
っ
と
、
ご
～
ら
、
車

範
的
な
川
、
京
法
ま
で
4
一
が
問
忍
に
白
る
υ

こ
mu
－－凡訴は、

一
ゴ
ロ
ヴ
パ
投
7

〉
ド
イ

y
の
ν
場
を
超
え
て
、
同
際
的
に
も
ま
ず
ま
ず
確
固
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た
る
地
歩
士
山
め
て
い
る
r

W

一
れ
は
、
事
前
配
慮
の
ト
で
は
、

哉
さ
γ
人
の
健
康
と
い
う
諮
問
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